
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
・様々な曲種の音楽と出会う。 

・音楽を形づくっている要素や要素同士 

の関わり合い（知覚）を通して、音楽 

のよさや美しさを感じる（感受）活動 

を十分に行う。 

・音楽の「しくみ」に目を向ける 

・「何となく聞いた感じ」や経験知に依らな 

い、音楽的事実としての知覚の保障。 

・要素同士の複合的な音楽効果を可視化した 

 り、比較聴取を用いて概念化する指導を行 

う。 

・感じ取ったことを素直に表現したり、記述 

したりする場面の設定。 

・音楽の本質について語り、その世界に誘 

う。 

 

 

 
・音楽を構造的にとらえながら表現したり、

鑑賞したりする（構造的聴取）。 

・自分自身の音楽の価値観の形成。 

・音楽作品への親学問を通しての価値理解。 

・音楽文化を尊重する意欲の高まり。 

・特別活動内の音楽活動（合唱文化など）へ

の自主的・主体的な関わり。 

・音楽と形づくっている要素の複合的な演奏

効果に気づかせる。 

・試行錯誤を促し、生徒間での表現の交流。 

・音楽の構造の原理と、リズムや音色など音

楽の特質や雰囲気を醸し出す要素の往還。 

 

・実感を伴った音楽そのものの価値に迫る。 

・「感動」の状態を作り出せるような場面設 

定。 

・個の好みについて、多様性を認めるよう 

フィードバックする。 

 

①思考力等 ②協調性等 ③主体性等 

自分自身の既有の知識や概念、技能を関

連付けながら、思考、判断、表現し、課

題解決に向かう力。 

他者との対話を通して、異なる視点らか

の考えを聴き合い、自分の考えを再構築 

したり、合意形成を図ったりしようとす 

る態度。 

身の回りの事象の価値や問題に気が付 

く感性。    

その問題に正面から向き合い、自分が 

解決すべき課題にしようとする態度。 

自らの感性を働かせ、「好み」を 自覚

しながら、音楽の特徴を深く 知覚・感

受する力。 

他者の表現や意見に耳を傾け、また、音 

楽のよさや美しさを知覚・感受し、自ら 

の表現や聴き方に活かす力。 

自分や社会にとっての音楽の意味や価 

値を追求しながら、よりよく表現しよう 

とし、深く味わって聴こうとする力。 

「心を動かし」 音楽と向き合う 

よく考え、 誠をもって働く人間 

 

生徒の想定される 
音楽との向き合い方の例 

 
指導（知覚の保障）と 

 
支援（感受／嗜好性の醸成）の例 

 
  

【音楽科研究主題】 

心を動かし、音楽と向き合う生徒の育成 
音楽科 赤沼周子 

①従前の研究主題「音楽と向き合い、『心を動かす』生徒の育成」では、具体の教育活動と順序が逆になるため、研究主題
を修正した。 

②生徒が音楽室で働かせる見方・考え方をもって音楽の価値を判断する感性（音楽性）が、集合知として 社会の中の音楽
文化を捉える際に発揮されていないことが課題である。 

③表面的な知覚・感受に留まり、最適解が生徒の中で暗に分かってしまう活動が多い。人間としての軸を揺さぶられ、音 
楽を通して人間に触れる（心を動かす）活動に転換が必要。 

④音楽室のみで通用する、教材曲に終止する授業からの脱却。新たなカリキュラム（題材構想）が必要である。 

Ⅰ 研究主題設定の理由・設定に至った経緯・研究

 

Ⅱ カリキュラム（題材）構想の基本的な考え方 

音楽のよさや美しさに触れる（心を動かす）学習活動 

集団で知識として捉える知覚と、他を認める幅広い感受を保障する活動 

教師が行う 

・音楽への無関心、もしくは流行やコマー 
シャリズム由来の音楽嗜好。 

・非構造的聴取。  
・音響外の要素由来の価値に限定されている。 

 

・特別活動内の合唱活動や校内放送などで  
学校の中の音楽の量と質を保障する。 

 

・個の音楽の感じ方を共感的に認める雰  
囲気を作る。 

音楽室の音楽（教材）から現実社会の音楽へ目を向ける学習活動やまとめの課題 

親学問（音楽学、音楽史、音楽心理学等）に立脚したもの 

Ⅲ 育成を目指す資質・能力 


